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のは 「ひび割れがないか確かめる 」と， 。

いう選択肢をアルコールランプの使用前

に確認するのではなく，使用後に確認す

るという解答である。このことは顕微鏡

の取扱いでも述べたように，観察，実験

などには直接関係なくても 「エチルア，

」，ルコールの量は八分目程度入れること

「ふたは転ばないように置くこと」など

の安全面の留意事項についても指導をし

たり，教師自身が正しい取扱いを行って

模範を示したりすることが十分でないこ

とが考えられる。

ウ Ｃ区分の分析と考察

10問中７問が約70％以上の平均通過率

であり，特に「台風災害についての考察

問題（問題12－３ 「気温の適切な計）」，

測方法の考察問題（問題13－１ 「３）」，

年生で学習した棒温度計の目盛りを読み

取る問題（問題13－２ 」は，すべて90）

％以上という高い通過率である。

Ｃ区分　本県と全国との比較
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一方 「雲の写真から，特定の地域の，

天気を予想する問題（問題12－２ 」の）

（ ），通過率は49.3％ 国の類似問題44.4％

「４月ごろの雲の動きの規則性について

考察する問題（問題12－４ 」の通過率）

は60.2％（前回54.3％）であるが，全国

や前回の調査より共に高くなっており改

善が見られる。

問題12－２は，写真１

の「丸印」の部分の天気

について問う問題である

が，誤答の多くが「黒い

雲」に覆われていると答

えている。これは，雲画像上の白い部分

を「雲 ，黒い部分を雲がかかっていな」

い所ととらえられていないためである。

気象衛星画像やアメダス情報と自分で

観察した内容とを比較することを通し

て，デジタル情報が自分たちの生活に活

用されていることを実感させ，デジタル

情報を身近なものとしてとらえさせる指

導が十分でないことが考えられる。

２ 結果を踏まえた改善策

今回の結果から本県第５学年児童の理科

， 。に関する実態は 次のようにまとめられる

○ 観察，実験などの技能や取扱い上の

注意事項などが十分定着していない。

○ 条件制御という考えで考察すること

が苦手である。

○ 自然のきまりについて，式や用語で

は答えられるが，納得，実感している

わけではない。

そこで，前回より通過率が特に低くなっ

写真１ 雲画像
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たＡ区分の内容を例に挙げ，児童が納得，

実感する問題解決的な授業の進め方につい

て条件制御の育成を中心に，今後の指導の

改善の在り方について述べる。

(1) 観察，実験などの技能の定着のために

児童一人一人が目的意識をもって観察，

実験などに取り組み，正確な情報を得るた

めには，使用する器具等の操作法を正確に

身に付ける必要がある。また，中学校の観

察，実験などで扱う基本的な実験器具等の

ほとんどを小学校で学習することからも，

観察，実験などに関する技能を，それぞれ

の学年で確実に身に付けさせることが必要

となってくる。そこで，観察，実験などに

関する技能を見取ったり，身に付けさせた

りする方法の一つとして 「理科ライセン，

スカード」を活用した指導を紹介する。

ア 理科ライセンスカードとは

児童が意欲的に学習に取り組み，でき

るだけ正確な観察，実験データを得るた

め，小学校段階で確実に身に付けさせた

い観察，実験などの技能や注意事項を，

学年，単元別にまとめたものである。

イ 活用方法例

○ ペア学習としての活用

二人組でペアをつくり 「理科ラ① ，

イセンスカード」の評価内容に沿っ

て相互評価をさせ，達成欄がすべて

「○」になるまで練習させる。

② 教師は机間指導をしながら，個に

応じた手だてを講じていく。

③ 児童の相互評価による達成欄の結

「 」果と教師の見届けによる結果が ○

で一致したときに，合格番号，児童

名，教師名，発行日などを記入して，

励ましや賞賛の言葉を掛けながら 理，「

科ライセンスカード」を渡す。

図３ 理科ライセンスカード（顕微鏡）の例

○ 個別指導としての活用

① 児童一人一人に印刷，配布して，こ

， 。のカードの手順で観察 実験をさせる

② ①を繰り返させることによって，観

察，実験の技能を高める。

③ 観察，実験の技能が確実に身に付い

たことを確認した上で 「理科ライセ，

ンスカード」を手渡す。

なお，小学校で身に付けさせたい基本

的な観察，実験器具等の技能と内容，活

用の仕方などについてまとめたものを

「理科ライセンスカード」として，当セ

ンターWebページ http://www.edu.pref.（

kagoshima.jp/)で紹介している。
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(2) 条件制御の資質・能力の育成のために

２ 正子さんは，インゲンマメの種子が発芽する

には適 当な温度が必要だと考えました。
てきとう

図（略）の ～ のどれとどれをくらべたらア エ

よいですか。

２つ選んで，その記号を□に書きましょう。

ただし，バーミキュライト(肥 料の入ってい
ひりょう

はいつもしめっていて 入れ物の下にない土) ，

はあながあいているようにします。

ア 冷ぞう庫に入れて，温度を低くする（６～７℃ 。）

， 。イ はこをかぶせ まわりの空気の温度と同じにする

ウ 水にしずめておく。

エ 教室のまどがわにおく。

平 均 通 過 率 42.0％（全問中最も低い通過率）

アとイ正 答

①アとエ，②イとエ多かった誤答

「 」 ，最も多かった誤答例は アとエ であり

これは冷蔵庫に入れるということが「温度

を下げる 「日光が当たらなくなる」とい」，

う二つの条件があることに気付いていない

ことを示している。次に多かった誤答例は

「イとエ」であり，これは「イ はこをか

ぶせ，まわりの空気の温度と同じにする」

と「エ 教室のまどがわにおく」では 「一，

方には日光を当て，一方には日光を当てな

い」という日光の必要性をとらえることは

できるが，温度の必要性をとらえられてい

ないことを示している。

以上のことから，児童に「実験によって

考えを確かめる場合には，調べたい条件以

外は統一しなければならない」という条件

制御の考え方を十分身に付けさせる必要が

あることが分かる。

ア 条件制御の必要性に気付かせる方法

条件制御の必要性に気付いていない原

因の一つとして，教師は「発芽の条件を

調べさせたい」と願うが，児童は「発芽

させたい」と考えるために，すべての条

件をそろえて実験しようとするところに

ある。そこで，児童の考える条件で自由

に発芽実験をさせ，すべて発芽した後に

実験結果を基に発芽条件について話合い

をさせ，条件制御がなされていないと，

きまりを見付けられないことを実感させ

る必要がある。

なお，発芽の条件を見付けやすくする

ためには，発芽のために必要な条件とし

て児童が考えたことを横軸に，児童自身

が行った実験を縦軸にした表を作成し，

総合的に考察させるとよい。

表１ 発芽の条件例

土 空気 水 日光 温度 肥料 発芽

実験１ ○ ○ ― ○ ○ ○ ×

実験２ ― ○ ― ○ ― ― ×

実験３ ― ○ ○ ― ○ ― ◎

実験４ ○ ― ○ ― ○ ― ×

実験５ ― ○ ○ ○ ○ ― ◎

例えば，加えた条件を「○ ，加えな」

「 」 ，かった条件を ― で記録した表１から

たねが発芽するための条件を考察する

と の部分から 空気・水・ 適，「 」 ，「 （

当な）温度の三つが必要であり，どれが

欠けても発芽しないこと 「土・日光・」，

肥料などは，必ずしも必要ないこと」な

どが判断できる。

イ 適当な温度の条件を調べる実験例

児童が「適当な温度が必要である 」。

と予想した場合，冷蔵庫を使って温度の

条件を変える場合が多い。その場合に注

意しなければならないことは，前述した

「温度と日光」という二つの条件を変え

ていることに気付かせることが重要であ
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る。そこで，図４の相関図を提示してか

ら，図５，６，７のような実験を同時に

行い，それぞれの結果を重ね合わせて考

察し，発芽の条件には適当な温度が必要

なことを総合的にまとめさせたい。

図４ 相関図（湿ったバーミキュライト使用）

まず，図５のように「日光を当てる」

という条件だけを変えて実験し 「発芽，

に日光は必要ないこと」を実感させる。

図５ 日光は必要ないことを実感させる実験

次に 「冷蔵庫の中は，温度を下げる，

と同時に日光も当てないことになる」こ

とを説明し，図６のように「温度を下げ

」 ，る という条件だけを変えて実験を行い

図６ 適当な温度の必要性を実感させる実験

「発芽には，低すぎない温度が必要であ

ること」を実感させる。

なお，恒温器（定温器）等がある学校

では，40℃程度の条件を設定して実験す

ると，25℃程度の温度の条件の種子だけ

が発芽することから，種子は温度が低す

ぎても高すぎても発芽しないことが納得

できる。

図７ 条件制御の重要さに気付かせる実験

さらに，図７のように「温度と日光」

の二つの条件を同時に変えて実験結果を

得たとしても，発芽の条件としては何も

分からないことを話し合わせると，条件

制御の重要さをより一層実感させること

ができる。

児童が納得，実感する授業の展開には，ま

ず教師が「これだけは何としても理解させた

」 ，い という強い願いをもつことが大切であり

その願いを児童自身が「学びたい，追究した

い」という思いに転化させる力，つまり「授

業力」が必要になる。そのためには，教師の

， ，深い教材研究による 教えるべきことは教え

考えさせるべきことは考えさせる「めりはり

のある授業」の展開が重要である。今後，定

着度調査で明らかになった本県全体の結果と

自校の実態を比較・検討し，教師の授業力の

更なる向上を期待したい （教科教育研修課）。


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